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学会規約等の見直しに向けて 

第 2 次あり方検討委員会委員長 新田秀樹（中央大学） 
 
 

第 2 次あり方検討委員会（今後の学会誌発行や学会開催のあり方等に関する検討委員会）の理事会あ 

り方検討委員会では、昨年 5 月 28 日に同志社大学で開催された第 69 回春季大会総会において学会の

開催 

を年 1 回とする旨が承認されたことに伴い、学会規約および企画委員会内規等の関連規程について必

要 となる見直しの検討作業を現在進めています。 
このうち学会規約に関しては、第 1 次あり方検討委員会（委員長：水島郁子理事（大阪大学））が昨 

年 10 月 14 日にまとめた答申を踏まえて、①代表理事は、選挙理事のみの中から互選する、②次期
選 挙理事の当選から当該理事の任期開始までの間に次期代表理事を選出する場合には、次期選挙

理 事当選者を選挙理事とみなして、その中から次期代表理事を互選する、③理事の 1 人を事務局
担当 理事（事務局長）とすることを明記する、といった見直しを行うことを予定しています。この
見直 し案については、本年 7 月から 8 月にかけて学会ホームページ上にて意見募集を行ったところで
ありま 

すが、それも踏まえて本年 10 月 13 日の理事会および翌日の総会にお諮りしたいと考えております

の で、会員の皆さまにおかれては、総会へのご出席をよろしくお願い申し上げます。 

見直し案が成立した場合には、年 1 回開催体制となる来年 5 月 19 日～20 日の第 73 回大会・総会

（於早 稲田大学）の開催にあわせて新たな理事会が発足し、新代表理事が就任するということになり

ます。 

上記答申においては、現在検討している見直し内容のほかにも、理事の職務分担、企画委員の構成や 

任期のあり方、編集委員の選出などについて、さまざまな指摘・提案が行われています。社会保障制 

度を取り巻く状況がいちだんと厳しさを増している中、そのあり方について意味のある情報発信を続 

けていくために、答申の内容に沿って学会の企画・運営体制をさらに強化していく必要があると感じ 

た次第です。 
 
 第 72 回秋季大会開催案内 事務局長 片桐由喜（小樽商科大学） 
 
 

日本社会保障法学会第 72 回秋季大会が下記の通り開催されます。皆様お誘い合わせの上、ご参加い 

ただきますようお願い申し上げます。 

・日 時：２０１７年 10 月 14 日（土） ９：３０～１７：３０ 
 

・会 場：小樽商科大学（〒047-8501 小樽市緑 3 丁目 5－21） 

大学までの交通、大学内の案内につきましては本会報末尾をご参照ください。 

個別報告・総会・シンポジウム会場：4 号館 160 教室 
 
・お問い合わせ先 Tel：0134－27ー5367(小樽商科大学片桐由喜研究室) 

 
・大会次第（詳細につきましてはレジュメ集をご覧ください。） 

受付開始 ·········································································································· 9:30 
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開会 ···············································································································10:00 
 
 

個別報告 

○川村行論（北海道大学） ·········································································· 10:00～11:00 
「企業年金制度における『受託者責任』－イギリス法からの示唆－」 

司会：加藤智章（北海道大学） 
 
 

共通テーマ・シンポジウム 

 
「障害者の所得保障」 

司会：新田秀樹(中央大学)、菊池馨実(早稲田大学) 
 

○福島豪（関西大学） ············································································· 11:10～11:20 
「シンポジウムの趣旨」 

 
 

○百瀬優（流通経済大学） ······································································· 11:20～12:00 
「障害年金の給付水準」 

 
 
 

○福島豪（関西大学） ············································································· 12:00～12:40 
「障害年金の権利保障と障害認定」 

 
 

総会・開催校あいさつ ········································································ 12:40～13:10 
 

休憩（昼食）  ························································································ 13:10～14:00 
 

 
 
共通テーマ・シンポジウム（続き） 

 

○廣田久美子（宮崎産業経営大学） ··························································· 14:00～14:40 
「障害者の就労支援と所得保障」 

 
○橋爪幸代（東京経済大学） ···································································· 14:40～15:20 
「障害者の利用者負担のあり方」 

 
 

○新田秀樹（中央大学） ·········································································· 15:20～15:30 
「障害者の所得保障－総括－」 

 
 

休憩  ····································································································· 15:30～15:50 
 

○シンポジウム ······················································································ 15:50～17:30 
 
 

大会終了 ····························································································· 17:30（予定） 
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※同封の大会出欠確認はがきに必要事項を記載の上、2017 年 10 月 2 日（月）までにご返送いただきま 

すようお願いいたします。 

 
※昼食を希望される方は、大会出欠確認はがきの「2．昼食」の「要」に○をつけてください。昼食を希 

望された方は、大会当日、受付にて昼食券を購入してください。代金は 1,000 円です。なお、昼食券 
を申し込みされた方は必ずご購入ください。 

 
※懇親会の参加を希望される方は、大会出欠確認はがきの「3．懇親会」の「出席」に○をつけてくださ 

い。懇親会の参加を希望された方は、大会当日、受付にて懇親会券を購入してください。代金は 7,000 
円です。懇親会の会場は、小樽ニュー三幸（小樽市稲穂 1 丁目 3－6、0134－33－3500）です。 

 
 
 

企画委員会からのお知らせ 企画委員長 高田清恵（琉球大学） 
 
 
 

第 72 回秋季大会は、2017 年 10 月 14 日（土）、小樽商科大学において開催されます。新田秀樹理 

事を中心に、「障害者の所得保障」をテーマとする大会シンポジウムが企画されており、百瀬優会員（流 

通経済大学）、福島豪会員（関西大学）、廣田久美子会員（宮崎産業経営大学）、橋爪幸代会員（東京経済 

大学）の報告が予定されています。また個別報告として「企業年金制度における『受託者責任』－イギ 

リス法からの示唆―」（川村行論会員・北海道大学）が行われます。 

第 73 回大会は、2018 年 5 月 19 日（土）・20 日（日）の 2 日間、早稲田大学で開催される予定です。 

この大会以降、大会は年１回の開催となります。社会保障法研究会の創設から 40 年を迎え、また年 1 
回大会の初年度となる節目の大会として、大会 2 日目に、「わが国における社会保障法学の展開（仮題）」 

を共通テーマとする 2 セッション構成の全体企画を予定しています。第 1 セッション「社会保障法と労 

働法の関係性・再考（仮）」は水島郁子理事、丸谷浩介理事を中心に、第 2 セッション「社会保障法にお 

ける体系論と権利論・再考(仮）」は秋元美世理事、増田幸弘理事を中心に準備が進められています。 

また、大会 1 日目には、井上英夫理事、木下秀雄理事、金川めぐみ理事を中心に、「障がいのある人の 

人権とにない手の人権―相模原津久井やまゆり園殺傷事件を契機に（仮）」と題するミニシンポジウム 

が企画されています。個別報告のエントリーも受付け中です。 

年 1 回の大会開催への移行期にあたり、企画委員会でも種々検討を進めているところですが、会員の 

皆様からも、今後の大会企画のあり方や取り上げるべきテーマ、大会運営のあり方等につきまして、ぜ 

ひ多くのご意見をお寄せいただければ幸いです。個別報告のエントリーも随時受け付けております。企 

画委員会までお知らせ下さい（ktakata@ll.u-ryukyu.ac.jp）。 
 
 

学会誌投稿論文の募集について 企画委員長 高田清恵（琉球大学） 
 
 

学会誌投稿論文を募集しています。ふるってご応募ください。募集要領は下記の通りです。 
 
 

記 

１ 学会誌に発表する論文は未発表のものに限ります。 

２ 投稿者は本学会会員に限ります。 

３  投稿された原稿は、論文審査委員会が内容を考慮して選定した論文審査委員に、投稿者の氏名を

伏 して審査を委嘱します。その結果に基づき、論文審査委員会が採否を決定します。採用された原稿

の 掲載方法等については、学会誌編集委員会で決定します。 

４ 採用にあたっては、より一層内容の充実を図るために、補筆や修正等をお願いすることがあります。 
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５ 原稿の分量は、原則として、14,000 字（200 字詰め原稿用紙 70 枚）以内とします。 

６  執筆要領は、別にお渡しします。応募ご希望の方は、学会事務局まで請求してください。なお、

公 正な審査を行うため、執筆者を特定・推定させるような表現はお避けください。たとえば、注の中

で 投稿者自身の執筆論文・著書を引用する場合には、「拙稿」といった表現は用いずに、他の執筆者の

論 

文等の引用と同じスタイルで引用してください。 

７ 英文タイトルおよび英文要約（200 語以内）を必ずつけてください。 

８  投稿論文は、コピーを含め 3 部提出してください。提出された原稿は、採否にかかわらず返却い

た しません。 

９ 締め切りは、2017 年 9 月 30 日（必着）とします。 

10 投稿原稿は、学会事務局気付「論文審査委員会」宛に、簡易書留にてご送付ください。 
〒047-8501  北海道小樽市緑 3 丁目 5-21 小樽商科大学商学部

 片桐研究室気付 日本社会保障法学会事務局「論文
審査委員会」宛 

 
 

学会奨励賞候補作品の募集について 企画委員長 高田清恵（琉球大学） 
 
 

2018 年度学会奨励賞候補作品の推薦（自薦も含む）を、下記の要領で承ります。 なお、

推薦された候補作品は審査委員会で審査の上、受賞者は総会で表彰いたします。 
 

記 

１ 対象作品：2017 年（1 月から 12 月）に公刊された著作および論文 

２ 著者・筆者の年齢：当該著書・論文公刊時に 40 歳未満の会員 

３ 受賞者数：原則として 1 名 

４ 締め切り：2018 年 1 月 31 日 
 
 

学会誌編集委員会からのお知らせ 編集委員長 国京則幸（静岡大学） 
 
 
・学会誌 33 号の原稿締め切りは例年どおり 12 月 20 日ですので、関係する会員におかれましては締め 

切りの厳守をお願いいたします。また、71 回春季大会報告者の方並びに 72 回秋季大会報告（予定） 

者の方には秋季大会終了後を目途に執筆要領をお送りいたしますので、文献の引用形式等につき要領 

を遵守していただけますようよろしくお願い申し上げます。 

・学会誌 33 号には学会員が執筆した書籍（原則として、2017 年 1 月から 12 月までに出版されたもの） 

の 出版案 内を 掲載す る予 定です 。該 当書籍 につ いての 情報 があり まし たら、 編集 委員長 の国京  

（kunikyo.noriyuki@shizuoka.ac.jp）までメールにてご連絡ください。 

・72 回秋季大会では、学会当日の昼食休憩時に編集委員会の開催を予定しております。詳細については 

追ってメールにてお知らせしますので、編集委員の方はご承知おきください。 
 
 

日本社会保障法学会理事会議事録要旨 日本社会保障法学会事務局 
 
 
 
 
○2017 年度 5 月定例理事会（18 期） 

・日時：2017 年 5 月 26 日（金）15：15～17：15 
・場所：キャンパスプラザ京都 第 3 会議室 

・議事内容 
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①   第 71 回春季大会の運営について（略） 

②   第 72 回秋季大会の運営について（略） 

③   第 73 回大会の運営について(略) 
④   第 74 回大会以降の運営について(略) 
⑤   学会誌投稿論文について 

⑥   高田企画委員長より学会誌投稿論文について、2017 年 9 月 30 日が締切であり、現時点で、応募 

がない旨の報告がなされた。 

⑦   学会誌編集委員会より 

国京編集委員長より、学会誌第 32 号の編集等について報告があった。また、次年度の学会誌で小 

川政亮先生の追悼文を掲載することとし、執筆を井上理事に依頼し、快諾を得たとの説明がなされ 

た。 

⑧   2016(平成 28)年度決算・2017(平成 29)年度予算について 

片桐事務局長より  2016 年度決算について報告がなされ、監査報告を受けて承認された。片桐事 

務局長より 2017 年度予算（案）について説明され、承認された。 

⑨   規約の変更について 

新田理事(第 2 次あり方検討委員会委員長)より、説明がなされた（略）。 

⑩   第 19 期理事選挙について 

加藤代表理事より、下記日程(予定)で第 19 期理事選挙が実施される旨の説明がなされた。 

2017 年 10 月 13 日（金） 理事会 選挙管理委員会の承認 

12 月  9 日（土） 理事会 第 19 期理事選挙実施要綱案の承認 

2018 年 2 月 理事選挙 

2018 年 3 月 代表理事選挙 

2018 年 5 月 理事会において推薦理事選挙 

⑪   入会者承認、退会者報告（略：下記の「入退会のお知らせ」をご覧下さい） 

⑫   その他（略）。 
 
○2017 年度７月定例理事会（18 期） 

・日時：2017 年 7 月 8 日（土）15:10～16：50 
・場所：東工大キャンパスイノベーションセンター 多目的室４ 

・議事内容 

①   第 72 回秋季大会の運営について 

②   第 73 回大会の運営について(略) 
③   第 74 回大会以降の運営について(略) 
④   学会誌投稿論文について 

高田企画委員長より学会誌投稿論文について、2017 年 9 月 30 日が締切であり、現時点で、応募が 

ない旨の報告がなされた。 

⑤   学会奨励賞について 

加藤代表理事より、学会誌奨励賞について、推薦締切りである 2017 年 5 月 31 日までに推薦がなか 

った旨、報告された。 

⑥   学会誌編集委員会より(略)。 

⑦   規約の変更について 

新田理事(第 2 次あり方検討委員会委員長)より、説明がなされた（略）。 

⑧   入会者承認、退会者報告（略：下記の「入退会のお知らせ」をご覧下さい）。 

⑨   その他(略) 
 
 

入退会のお知らせ 日本社会保障法学会事務局 
 
 
・2017 年 5 月 26 日（金）、7 月 8 日（土）の定例理事会で、次の方々の入会が承認されました。 
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（順不同、敬称略） 

小島妙子（仙台弁護士会）、篠原一生（TMI 総合法律事務所）、阿部理香（九州大学院）、佐藤みなと（東 

京大学院）、藤藪貴治（福岡地裁司法修習生）、チャパタナグン・ノラパン（首都大学東京院）、三田尾隆 

志（立命館大学研究生）、松本由美（大分大学）、柳澤武（名城大学） 
 
・2017 年 5 月 26 日（金）、7 月 8 日（土）の定例理事会で、次の方々の退会が報告されました。 

（順不同、敬称略） 本多朱里、河合克義、金澤由佳、高谷よね子、渡部克哉、岡田義晴、一之瀬高博、

香川孝三、田端博 

邦、堀勝洋 
 
 

事務局からのお知らせ 日本社会保障法学会事務局 
 
 
 
 
○学会誌バックナンバーについて 学会誌につき、引き続き、皆様所属の図書館やご近所の図書館等で購

入希望を出していただければ幸 

いです。ご注文につきましては、1 号から  12 号までは委託事務局に、13 号以降は法律文化社営業部 

（Tel：075－702－5830）にお問い合わせください。バックナンバー1 号から 12 号までの在庫数は、学 

会ホームページにてご確認ください。 
 
 
○英文パンフレットについて 英文パンフレットの残部が事務局に若干数ありますので、ご入り用の方は

事務局までメールでご連絡 

ください。 
 
 
 
○次回以降の学会大会について 

第 73 回大会は、2018 年 5 月 19 日（土）・20 日(日)早稲田大学にて開催される予定です。 
 
 
 
○第 72 回秋季大会（2017 年 10 月 14 日）における一時保育の利用申込みついて 第 72 回大会におい
ては、大会時間中の一時保育を実施いたします。 この一時保育は、小樽商科大学構内に開設する一
時保育室にて、子育て支援ワーカーズ「びすけっ 

と」の保育スタッフが保育を行うものです。 

利用料金や申込方法につきましては、9 月 11 日（月）までに学会ウエブサイトでお知らせいたしま 

すので、ご利用希望の方はご覧ください。 

なお、この件に関するお問い合わせは、鈴木靜会員（愛媛大学）、橋爪幸代会員（東京経済大学） 

にお願いいたします(メールアドレスは名簿をご参照ください)。 
 
〇所属・住所等の変更、会費納入状況について 

本年 7 月からオンラインで会員が直接、行うことができます。詳細については、ホームページをご覧 

ください。 


